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第
七
茸
 
熊
野
の
筆
 
 

図7－1－28 毛筆製造における男子職工の割合  

『広島県勧業統計』より  

の
し
め
る
比
重
は
、
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
し
て
い
 
 

る
。
ご
く
大
づ
か
み
に
い
え
ば
、
大
体
、
六
割
な
い
し
七
 
 

割
程
度
の
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
か
 
 

も
知
れ
な
い
。
 
 

嘉
永
年
間
（
一
入
四
八
－
一
八
五
三
）
 
 
 

職
工
数
の
推
移
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
熊
野
に
お
け
る
筆
の
職
工
は
一
〇
 
 

人
、
明
治
元
年
に
同
八
〇
人
と
い
う
記
録
が
伝
え
ら
れ
て
 
 

い
る
。
『
広
島
県
勧
業
統
計
表
』
に
よ
る
と
、
県
内
の
毛
 
 

筆
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
び
と
の
推
移
は
、
園
7
1
 
 

－
2
7
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
熊
野
村
の
毛
筆
 
 

製
造
戸
数
は
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
～
一
一
十
八
年
）
後
 
 

か
ら
急
速
な
増
加
を
み
せ
る
。
「
熊
野
村
統
計
報
告
事
跡
 
 

綴
」
に
よ
る
と
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
は
、
六
三
 
 

〇
戸
、
一
〇
五
〇
人
と
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
一
〇
〇
〇
 
 

人
台
の
人
々
が
築
造
り
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
 
 

る
。
そ
の
後
、
は
ぼ
順
調
な
推
移
を
た
ど
る
。
 
 
 

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
は
、
 
 

突
発
的
に
一
三
四
九
戸
、
三
七
一
七
人
に
増
加
す
る
が
、
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蓑7－1－5 築造りにおける職工数の推移  

第
一
節
 
筆
の
歴
史
と
熊
野
 
 

『広島県勧業統計』より  

そ
の
後
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
ま
で
大
体
七
〇
〇
～
八
〇
 
 

〇
戸
、
二
〇
〇
〇
人
台
が
続
く
。
大
正
十
年
に
は
製
造
戸
 
 

数
が
一
二
〇
五
戸
と
一
〇
〇
〇
戸
の
大
台
に
の
り
（
た
だ
 
 

し
こ
の
年
職
工
数
は
l
七
八
〇
人
に
減
少
）
、
翌
大
正
十
二
年
 
 

か
ら
は
一
二
〇
〇
～
一
四
〇
〇
戸
台
に
推
移
す
る
一
方
 
 

で
、
職
工
数
も
三
〇
〇
〇
人
台
で
、
し
だ
い
に
四
〇
〇
〇
 
 

人
に
近
づ
く
勢
い
を
し
め
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
の
筆
生
産
に
た
ず
さ
ぁ
る
職
工
の
数
は
、
県
内
の
 
 

職
工
総
数
の
つ
ね
に
圧
倒
的
な
部
分
を
し
め
て
い
る
（
大
 
 

体
八
割
か
ら
九
割
五
分
）
。
こ
れ
が
、
ま
ず
第
一
の
特
徴
で
 
 

あ
る
。
つ
ぎ
に
、
一
戸
当
た
り
の
職
工
数
を
み
る
と
大
体
 
 

一
人
～
三
人
以
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
職
工
 
 

の
う
ち
、
熊
野
の
ば
あ
い
女
性
が
多
い
こ
と
も
大
き
な
特
 
 

徴
で
あ
る
。
大
体
三
分
の
二
以
上
は
女
性
で
あ
る
。
こ
の
 
 

よ
う
に
、
熊
野
筆
は
、
小
規
模
な
家
内
労
働
と
く
に
女
性
 
 

労
働
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
に
、
重
要
な
特
 
 

徴
が
み
ら
れ
る
。
県
内
外
の
そ
の
他
の
毛
筆
産
地
で
は
、
 
 

当
時
も
戦
後
の
現
在
に
お
い
て
も
、
女
性
の
職
工
の
比
重
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た
。
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
明
治
三
十
年
代
の
末
ご
ろ
か
ら
大
正
の
中
葉
（
大
正
十
年
）
こ
 
 

ろ
ま
で
が
、
い
ち
ば
ん
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
以
降
徐
々
堅
罪
過
し
て
い
く
。
明
治
以
降
、
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
生
産
の
 
 

戸
数
ほ
多
く
て
三
〇
戸
ど
ま
り
、
た
い
て
い
は
一
〇
戸
以
下
で
あ
る
。
職
工
数
は
最
高
四
〇
〇
人
ま
で
で
、
た
い
て
い
の
年
ほ
二
〇
 
 

〇
人
台
ど
ま
り
、
生
産
量
は
多
く
て
も
一
〇
〇
〇
万
本
ま
で
で
、
た
い
て
い
は
四
〇
〇
～
五
〇
〇
万
本
程
度
、
生
産
額
は
最
高
四
〇
 
 

万
円
を
超
え
る
こ
と
な
く
、
だ
い
た
い
一
〇
～
二
〇
万
円
台
を
推
移
し
て
い
る
（
表
7
－
1
－
6
も
参
照
）
。
 
 
 

こ
れ
に
た
い
し
て
、
賀
茂
郡
（
川
尻
村
、
同
村
は
大
年
十
一
年
町
制
施
行
、
昭
和
三
十
一
年
に
豊
田
郡
へ
移
管
）
で
は
、
明
治
の
末
期
ご
ろ
 
 

か
ら
毛
筆
造
り
が
本
格
的
に
定
着
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
広
島
県
勧
業
統
計
』
に
川
尻
村
の
毛
筆
生
産
が
は
じ
め
て
現
 
 

わ
れ
る
の
は
、
明
治
二
十
五
年
（
t
八
九
二
）
で
あ
る
。
同
年
六
四
戸
（
六
六
人
）
の
生
産
者
が
あ
り
、
二
二
万
二
〇
〇
〇
本
、
三
九
六
 
 

〇
円
の
生
産
額
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
と
の
対
比
で
み
る
と
、
当
時
の
川
尻
筆
の
生
産
の
規
模
は
、
 
 

生
産
戸
数
は
一
〇
〇
戸
前
後
で
広
島
市
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
職
工
数
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
人
程
度
で
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
生
産
且
還
、
明
治
四
十
一
年
〓
九
〇
八
）
の
二
五
〇
万
対
（
五
〇
〇
万
本
）
を
最
高
転
、
だ
い
た
い
一
〇
〇
～
二
〇
〇
万
本
台
 
 

で
、
広
島
市
の
そ
れ
の
た
か
だ
か
半
分
程
度
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
生
産
額
ほ
、
数
万
～
十
数
万
円
の
程
度
で
、
 
 

広
島
市
の
そ
れ
の
お
お
む
ね
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
川
尻
村
（
町
）
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
広
島
市
の
ば
あ
 
 

い
と
ほ
ぼ
同
じ
明
治
三
十
年
代
末
ご
ろ
か
ら
本
格
化
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
か
な
り
安
定
し
た
生
産
規
模
の
推
移
が
み
ら
 
 
 

第
七
草
 
熊
野
の
輩
 
 

は
そ
れ
ぼ
ど
大
き
く
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
「
姉
も
妹
も
撃
つ
く
る
」
と
唄
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
熊
野
の
筆
づ
く
り
 
 

は
、
そ
の
大
部
分
が
、
零
細
な
家
内
工
業
、
と
り
わ
け
そ
の
女
性
労
働
に
よ
っ
て
、
さ
さ
え
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
 
 

員
ノ
 
 

県
内
の
他
産
地
の
状
況
 
 

熊
野
以
外
の
県
下
の
毛
筆
生
産
地
は
、
図
7
－
1
2
9
に
よ
る
と
、
広
島
市
つ
い
で
川
尻
村
で
あ
っ
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毛筆生産   

第
七
茸
 
熊
野
の
筆
 
 
 

世羅郡 1，000（0＿003）  双三郡10000（004）   
15（0．03）   70（0．1）   本 100，000  1，500 （2．8）       （0．4）  

82，130   深安郡 22，500（0．05）  双三郡 1500（0003）   
30（0．005）   （対）   3，860 （0．7）        （0．2）  920（0．2）  

（対）  

1，494，300   深安郡 20，000（0．2）  双三郡 2700（002）   
56，567  450（0．1）   102（0．02〉   
（14．7）  

（対） 1，021，320  38，986 （8．7）  安佐郡 2，000（0，006）  双≡郡 1450（0004）  （3．3）   60（0．01）  73（0．01）   
（対）  

1，050，000   安佐郡 3，750（0．008）  福山市 8000 佐伯郡  300   
63，000           （2．3）  300（0．01）   （001）   （0．00）  

（2．8）  800  24  
（0．03）  （000）  

福山市19000（0．09）   本 1，500，000  150，000 （11．2）      （7．2）  1，140（0．08）   

尾道市102，500（0．6）  山際郡 2000（001）   （対） 1，050，000  105，000 （9．4）       （5．9）  8，200（0．7）   200（0．01）   

（対） 1，350，000 （6．0）  114，750 （8．2）  
『広島県勧業統計』  

726  



表7←1→6 広島県の  

第
一
節
 
輩
の
歴
史
と
熊
野
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第
七
茸
 
熊
野
の
筆
 
 

れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
島
市
に
お
け
る
毛
筆
生
産
が
衰
退
し
は
じ
め
る
大
正
末
期
か
ら
ほ
、
川
尻
の
職
工
数
は
広
島
 
 

市
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
に
も
県
内
で
の
毛
筆
の
生
産
は
、
各
地
で
散
発
的
に
行
わ
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
ず
か
ず
つ
で
は
 
 

あ
る
が
、
明
治
期
に
は
、
西
城
村
、
世
羅
郡
、
双
三
郡
、
深
安
郡
内
に
も
記
録
が
あ
る
。
大
正
期
以
降
に
は
、
さ
ら
に
、
安
佐
郡
、
 
 

尾
道
市
、
福
山
市
、
佐
伯
郡
、
呉
市
、
山
県
郡
内
で
も
、
そ
の
記
録
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
各
地
域
は
、
い
ず
れ
も
ご
く
 
 

少
人
数
で
、
期
間
も
せ
い
ぜ
い
数
年
間
し
か
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
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筆の生産高の推移  
（単位万本、万円）  

第
七
章
 
熊
野
の
撃
 
 
 

資料出所 鮨野筆事業協同組．含  

（万本，万円）  

熊野筆事業協同組合調に基づき算出したもの  
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表7－l－1 熊野  

第
一
節
 
筆
の
歴
史
と
熊
野
 
 

表7－  

（）内は概数を示す。昭和50年ほ上の表の数値と若干の差異がみられる。   
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図7－l－11毛筆完成品  「町勢凄闇」より  

園7－1－13 化粧筆「町勢要覧」より 図7－l－12  筆「町勢要儲」より  画
 
 

ら
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
 
 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
組
合
 
 

の
資
料
に
よ
れ
は
、
古
く
は
、
嘉
永
 
 

年
間
（
一
八
四
八
～
一
八
五
三
）
に
一
 
 
 

〇
〇
〇
本
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
 
 

に
一
五
万
本
、
明
治
十
六
年
に
一
 
 

四
〇
万
本
の
生
産
が
あ
っ
た
と
い
 
 

う
。
大
正
六
・
七
年
（
一
九
一
七
・
 
 

l
八
）
の
こ
ろ
五
千
数
百
万
本
、
 
 

昭
和
十
一
年
が
最
高
で
七
〇
〇
〇
 
 

万
本
近
く
の
毛
筆
が
生
産
さ
れ
て
 
 

い
る
。
葦
毛
の
生
産
量
は
、
大
き
 
 

な
戦
争
の
勃
発
し
た
年
に
、
急
増
 
 

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
古
 
 
 

老
の
話
し
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
と
 
 

こ
ろ
に
よ
る
と
、
戦
地
へ
直
接
筆
 
 

を
販
売
す
る
た
め
に
出
か
け
た
人
 
 

々
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
こ
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が
で
き
る
。
同
村
の
統
計
調
査
衰
、
工
業
年
報
、
統
計
報
告
事
跡
に
よ
れ
ば
、
そ
の
推
移
は
、
表
7
1
 
 

1
4
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
（
一
入
九
五
）
を
除
く
同
二
十
年
代
は
大
体
数
百
万
本
、
そ
れ
以
降
は
四
〇
〇
〇
万
本
を
最
高
 
 

と
し
た
数
千
万
本
の
生
産
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
二
一
十
八
年
）
や
、
明
治
三
十
年
代
の
日
本
の
資
 
 

本
主
義
の
成
立
期
の
景
気
情
況
な
ど
を
受
け
て
、
熊
野
に
お
け
る
筆
作
り
も
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 

第
一
節
 
筆
の
歴
史
と
熊
野
 
 

と
は
戦
争
と
筆
の
生
産
の
伸
び
と
の
相
関
関
係
を
、
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
 
 
 

戦
争
経
済
が
し
だ
い
に
ゆ
き
づ
ま
り
敗
戦
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
筆
の
生
産
量
は
大
き
く
落
ち
込
み
、
終
戟
直
後
の
昭
和
二
十
三
 
 

年
（
一
九
四
八
）
に
は
一
五
〇
〇
万
本
程
度
に
ま
で
後
退
し
て
い
る
。
 
 
 

戦
後
の
国
粋
主
義
排
除
の
傾
向
の
中
で
、
毛
筆
の
生
産
ほ
大
き
な
困
難
を
か
か
え
て
、
し
ば
ら
く
岬
吟
の
時
期
が
続
く
。
だ
が
、
 
 

そ
の
後
、
学
校
習
字
の
復
活
と
い
わ
ゆ
る
高
度
成
長
の
波
に
乗
っ
て
、
熊
野
箕
の
生
産
は
順
調
な
推
移
を
た
ど
る
よ
う
に
な
る
。
し
 
 

か
し
、
高
度
成
長
が
終
わ
り
、
低
成
長
の
時
期
に
入
る
と
、
毛
筆
人
口
の
減
少
傾
向
と
不
況
感
に
災
い
さ
れ
て
、
ま
た
、
低
迷
の
時
 
 

代
を
む
か
え
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
中
国
撃
と
の
競
合
関
係
や
円
高
問
題
も
あ
り
、
熊
野
筆
の
今
後
は
、
必
ず
し
も
楽
観
を
許
 
 

さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
 
 

は
け
 
 
戦
後
、
毛
筆
生
産
の
低
迷
状
況
か
ら
脱
出
す
る
手
段
と
し
て
、
画
筆
や
化
粧
刷
毛
の
生
産
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
 
 

多
く
は
、
輸
出
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
円
高
問
題
は
深
刻
で
あ
る
。
 
 

明
治
〓
十
年
ご
ろ
 
 2

 
熊
野
村
の
行
政
資
料
に
よ
る
推
移
（
明
治
期
）
 
 
 

明
治
期
に
お
け
る
熊
野
筆
の
生
産
の
状
況
は
、
硝
野
村
の
行
政
資
料
に
よ
っ
て
そ
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
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第
七
茸
 
熊
野
の
筆
 
 

（
袖
↓
－
－
－
山
行
？
寄
寓
）
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蓑7－仁3】限野筆の生産状況  

第
一
節
 
筆
の
歴
史
と
熊
野
 
 

＊ 明治29年は、3，661万本か？  

（資料）熊野相続計調査表（明治21年、同22年）  

〝 工業年表（明治27年～同31年）  

〝 統計報告事跡（明治33年～同44年）  

〝 輸出入統計表（明治36年）  
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第
七
茸
 
熊
野
の
畢
 
 

生
産
額
も
、
二
十
年
代
の
数
万
円
か
ら
、
最
盛
期
の
四
〇
万
円
位
ま
で
の
間
で
、
推
移
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

熊
野
筆
事
業
組
合
や
熊
野
相
当
局
の
資
料
に
よ
っ
て
も
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
熊
野
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
江
戸
 
 

時
代
の
未
ご
ろ
か
ら
ば
つ
ぼ
つ
始
ま
り
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
、
と
り
わ
け
わ
が
国
の
資
本
主
義
が
成
立
し
て
ゆ
く
明
治
の
中
ご
ろ
 
 

に
か
け
て
、
さ
か
ん
に
な
り
、
こ
の
他
に
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
D
ち
な
み
に
、
当
時
の
記
録
に
は
次
の
よ
う
に
あ
 
 

る
。
 
 

筆
［
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
〕
 
 

■
J
ご
 
 
筆
県
下
二
製
出
ス
ル
モ
ノ
ハ
日
常
所
用
ノ
小
筆
及
習
字
用
ノ
諸
警
シ
テ
其
品
位
ハ
概
シ
テ
下
等
物
多
シ
ト
ス
然
レ
モ
学
事
ノ
進
歩
二
連
レ
其
 
 
 

需
要
年
々
多
キ
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
ゝ
如
シ
乃
左
二
掲
ク
ル
モ
ノ
ハ
本
年
ノ
統
計
ニ
テ
2
晶
年
二
較
レ
ハ
製
造
家
五
十
戸
職
工
五
十
一
人
ヲ
増
シ
 
 

製
品
五
万
本
会
其
概
価
弐
百
円
余
ヲ
加
へ
タ
リ
 
 

筆
〔
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
］
 
 

広
島
及
安
蛮
郡
熊
野
柑
二
於
テ
製
造
ス
ル
所
ノ
筆
ハ
其
ノ
製
出
せ
笈
概
頂
主
前
年
卜
大
差
ナ
シ
乃
チ
本
年
ノ
産
彷
概
価
ハ
左
ノ
如
シ
〔
以
下
 
 

省
略
〕
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筆
〔
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
〕
 
 
 

筆
ハ
安
蟄
郡
熊
野
村
ヨ
リ
産
出
ス
ル
モ
ノ
ヲ
佳
良
ト
シ
其
名
聞
ユ
而
シ
テ
本
年
ノ
産
循
左
ノ
如
シ
〔
以
下
省
略
〕
 
 

以
上
、
広
島
県
勧
業
統
計
各
年
 
 
 

こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
年
前
後
の
熊
野
に
お
け
る
筆
づ
く
り
は
、
「
日
常
所
用
ノ
小
筆
」
や
「
習
字
用
ノ
諸
筆
」
 
 

で
あ
り
、
「
概
シ
テ
下
等
物
」
で
あ
っ
た
が
、
「
学
事
ノ
進
歩
」
に
つ
れ
て
、
そ
の
需
要
も
拡
大
し
て
行
っ
た
と
あ
る
。
熊
野
筆
の
 
 

販
売
先
は
当
初
は
「
防
長
石
州
地
方
並
県
内
」
と
あ
り
、
ま
だ
比
較
的
地
域
が
限
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
筆
づ
く
り
は
、
こ
の
当
 
 

時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
の
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
米
価
や
賃
金
と
の
か
ね
あ
い
で
は
、
手
軽
に
「
他
業
二
転
セ
シ
職
工
」
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
筆
づ
く
り
の
手
工
業
的
技
 
 

術
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
市
況
等
の
事
情
に
よ
っ
て
比
較
的
簡
単
に
転
業
し
た
り
、
ま
た
筆
づ
く
り
に
復
帰
し
た
り
す
る
こ
 
 

と
が
、
く
り
か
え
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
農
業
以
外
の
他
の
産
業
と
の
結
び
つ
き
も
希
薄
で
あ
り
、
地
域
的
 
 

に
も
広
島
や
呉
た
ど
の
周
辺
の
経
済
発
展
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
状
態
の
ま
ま
に
お
か
れ
た
熊
野
が
、
筆
づ
く
り
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
逆
 
 

に
幸
い
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
熊
野
の
筆
づ
く
り
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
多
く
の
女
子
労
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
 
 

た
た
め
に
、
家
内
工
業
と
し
て
の
定
着
率
が
よ
く
、
産
地
と
し
て
の
熊
野
の
地
位
の
確
立
に
こ
の
こ
と
が
あ
づ
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
 
 

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
熊
野
の
筆
は
し
だ
い
に
「
佳
良
ト
シ
其
名
聞
ユ
」
と
い
う
よ
う
な
情
況
を
呈
す
る
よ
う
に
 
 

第
一
節
 
筆
の
歴
史
と
熊
野
 
 

筆
〔
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
〕
 
 

筆
ハ
広
島
市
及
ヒ
安
斯
所
絹
野
村
ヨ
リ
産
ス
而
シ
テ
本
年
ノ
景
況
広
島
市
ノ
如
キ
ハ
前
年
コ
リ
製
造
粕
増
加
シ
タ
レ
ト
モ
熊
野
村
ノ
如
キ
ハ
本
 
 

年
五
月
以
降
米
価
ノ
騰
貴
セ
シ
ニ
拘
ハ
ラ
ス
賃
金
依
然
ト
シ
テ
低
廉
ナ
ル
ヲ
以
テ
他
業
二
転
セ
シ
職
工
少
カ
ラ
ス
為
メ
ェ
共
産
彷
大
二
減
少
ヲ
 
 

宋
セ
リ
 
［
以
下
省
略
〕
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リ
各
業
二
就
キ
其
ノ
景
況
ヲ
奴
ス
レ
ハ
左
ノ
如
シ
 
 

〔
中
略
〕
 
 

一
毛
筆
ハ
近
来
債
下
落
ナ
リ
シ
カ
客
年
ヨ
リ
漸
次
三
岡
慣
ノ
観
ア
リ
随
チ
エ
業
者
ヲ
増
加
ス
販
路
擁
張
シ
テ
盛
況
ノ
趣
ア
リ
 
 

明
治
二
十
八
牛
木
村
工
業
ノ
景
況
ヲ
通
観
ス
ル
ニ
進
退
ノ
状
況
ハ
概
シ
テ
進
歩
ノ
状
ヲ
皇
セ
リ
客
年
ヨ
リ
ハ
販
路
ヲ
庚
メ
随
分
盛
況
ヲ
親
ル
ア
 
 
 

リ
依
テ
当
年
ノ
製
作
品
ハ
重
1
一
毛
筆
ニ
シ
テ
其
概
慣
高
二
万
七
千
円
ニ
シ
テ
昨
年
ヨ
リ
増
加
額
九
千
円
卜
認
メ
リ
各
業
ノ
動
キ
其
景
況
ヲ
叙
ス
 
 
 

レ
ハ
左
ノ
如
シ
 
 

〔
中
略
〕
 
 

一
毛
筆
ハ
近
年
償
顆
モ
騰
山
川
シ
随
テ
工
業
者
ヲ
増
加
セ
リ
販
路
モ
凍
張
シ
盛
況
ヲ
皇
セ
リ
以
上
ノ
統
計
ヲ
示
ス
事
左
ノ
如
シ
 
〔
以
下
、
省
略
〕
 
 

以
上
、
熊
野
村
工
業
年
報
各
年
度
 
 

こ
の
よ
う
な
記
録
ほ
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
言
を
繰
り
返
す
か
た
ち
で
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
も
の
ま
で
現
存
し
て
い
る
。
 
 
 

第
七
草
 
熊
野
の
筆
 
 

図7－1－15 瀞流勒Tl義仲（明治31  

年仲春建之 呉地八幡  
神社内）  

な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

そ
の
後
の
熊
野
筆
の
発
展
し
て
 
 
 

明
治
三
十
年
ご
ろ
 
 

ゆ
く
様
子
は
次
の
記
録
に
よ
っ
 
 

て
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

明
治
廿
七
年
本
村
工
業
ノ
景
況
ヲ
通
観
ス
ル
ニ
進
退
ノ
 
 

状
況
ハ
概
シ
テ
進
歩
ノ
状
態
ヲ
ロ
王
ス
ル
モ
客
年
ヨ
リ
著
 
 

シ
キ
変
動
ナ
シ
漸
次
：
販
路
ヲ
廣
ス
ル
ニ
依
り
□
□
盛
 
 

況
ヲ
観
ル
ア
リ
伐
テ
当
年
ノ
製
作
品
ハ
概
慣
高
一
万
八
 
 

千
円
ニ
シ
テ
昨
年
ヨ
リ
増
額
千
五
百
拾
円
ヲ
見
ル
ニ
ア
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こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
そ
の
後
、
日
活
戦
争
（
明
治
二
十
七
年
－
同
二
十
八
年
）
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
し
だ
い
に
全
面
的
な
も
の
と
 
 

な
っ
て
い
く
。
「
熊
野
村
工
業
年
報
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
熊
野
筆
の
販
路
は
、
「
広
島
市
、
九
州
、
四
国
、
山
陰
各
国
、
大
阪
、
 
 

第
一
節
 
繋
の
歴
史
と
熊
野
 
 

図7－1－17 片山仁一郎記念碑（明 回7－1－16 矧‥先生之碑（肌治40  

治42年8月建立 呉地  年10月建立 榊山神社  

区）  境内）  

た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
範
 
 

囲
は
、
「
防
長
石
州
地
方
並
県
内
」
裾
掘
鞘
脚
鞄
』
程
 
 

度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
治
二
十
年
代
に
入
っ
て
、
飛
 
 

躍
す
る
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
一
七
・
五
万
本
 
 

の
毛
筆
生
産
が
、
翌
二
十
一
年
に
は
一
挙
に
五
〇
〇
万
 
 

本
と
二
八
倍
に
も
増
加
し
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
、
熊
 
 

野
村
統
計
調
査
蓑
控
（
明
治
二
十
二
年
）
は
次
の
よ
う
に
 
 

述
べ
て
い
る
。
 
 

、
て
㌧
 
 

前
年
二
対
シ
大
差
ヲ
生
ス
ル
以
所
ハ
本
年
［
明
治
二
一
 
 

丁
∴
／
 
 

年
〕
 
ハ
販
路
聞
ケ
事
業
盛
大
ニ
シ
テ
故
卜
兼
業
者
モ
他
 
 

業
ヲ
止
メ
之
レ
ヲ
専
業
ト
ナ
シ
タ
ル
ヨ
リ
斯
ル
差
ヲ
見
 
 

ル
ニ
至
レ
リ
 
 

こ
の
こ
ろ
図
7
1
1
－
1
5
～
1
7
の
頭
徳
碑
に
み
ら
れ
る
 
 

よ
う
な
人
々
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
 
 

販
路
の
拡
大
 
 

熊
野
筆
は
、
明
治
の
十
年
代
ま
で
 
 

は
、
そ
の
販
路
も
比
較
的
限
定
さ
れ
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第
七
茸
 
熊
野
の
筆
 
 

二
∴
二
 
 

西
京
、
東
京
」
（
明
治
二
十
六
年
）
、
「
九
州
、
四
国
、
中
国
、
大
坂
、
東
軍
其
他
全
国
内
」
（
同
二
十
七
年
）
、
「
九
州
、
四
国
、
中
 
 

国
、
山
陰
、
大
阪
、
名
古
屋
、
東
京
、
其
他
全
国
内
」
（
同
二
十
八
年
）
と
あ
り
、
そ
れ
以
降
「
全
国
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
 
 

記
述
か
ら
も
、
当
時
の
熊
野
撃
の
販
路
の
拡
が
る
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。
少
し
後
の
熊
野
村
統
計
報
告
事
跡
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
 
 

ぅ
な
状
況
に
つ
い
て
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
て
て
）
 
 
 

撃
製
造
益
々
繁
攣
－
棒
メ
近
時
原
料
之
価
額
瞭
血
雲
シ
職
工
増
加
シ
随
事
之
レ
販
路
モ
拡
張
シ
全
国
輸
出
セ
リ
（
明
彗
一
十
二
年
）
 
 

ほ92 g3  94  g5  g6  97  g8 1900 01年  
（明治25）（26〉 （27）（28）（29）（30）（31）（33）（34）  

図7一丁¶18 熊野筆の輸出  

「熊野村輸出入年報」各年より  
＊対を倍にLて本に換算  

代
に
か
け
て
の
熊
野
筆
づ
く
 
 

り
の
体
制
が
確
立
し
て
ゆ
く
時
期
と
思
わ
 
 

れ
る
こ
ろ
の
、
熊
野
村
か
ら
の
県
内
な
ら
 
 

び
に
全
国
各
地
に
向
け
て
出
荷
さ
れ
る
筆
 
 

の
様
子
は
、
「
熊
野
村
輸
出
入
年
報
」
に
 
 
 

輸
出
入
 
 

筆
製
造
日
々
二
繁
栄
ヲ
極
メ
依
テ
共
販
路
 
 

ハ
全
国
二
輪
出
セ
リ
 
（
明
治
三
十
三
年
）
 
 

3
 
熊
野
村
輸
出
入
年
報
 
 
 

に
み
る
熊
野
筆
の
販
路
 
 
 

（
明
治
期
）
 
 
 

明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
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衷7－1－4 毛筆および同関連資材の輸出入  （円）  

輸 入   輸 出   

毛墨筆1；；；…：：；；二：；i小話 明治25年    と喜…？4）  
計 17，814（100．0）   計 21，640（100．0）  

筆 毛 

† 
12 

芸毛…：……言…：…三…；）4と…≡チ8）  墨筆…：；；；：：；二；；荒）  

計 13，469（100．0）   計 16，79D（100，0）   

毛 毛 

† 
27 

27   篭；：…≡………‡≡…‡4と；；ア5）  墨筆2；：；：；：7；：≡；乙……ヲ。）  
計 25，210（100．0）   計 32，065（100．0）   

毛 毛 

28   
） 

29 

篭；：…≡………三……‡5と；≡ヲ8）  墨筆2；：；…三：5三：；；と…三千3）  

計 31，797（100．0）   計 52，151（100．0）   

毛 

29  
） 

29 

墨賽2；；；；三：4：こ：；と…冒72）  

計 40，335（100．0）   計 58，375（100．0）   

筆 毛 

30   
‡ 

34 

芸毛…三≡≡…1≡：…；‡7と……？4）  果筆3≡：…；；：8：二；三と…喜ア1）  

計 31，981（100．0）   計 40，081（100．0）   

筆 毛 

31   
） 

36 芸毛惹1…‡…；）7と≡…ヲ。）  墨筆34…ア；；。；7：：；；と……？9）  
計 31，596（100．0）   計  椚，720   

毛筆326，550（85．6）  

33  ・萎・・・幸・；・・一．  （326．250か）  

男．  

計 45，008（100．0）  計381，292（100．0）  

第
一
節
 
筆
の
歴
史
と
熊
野
 
 



第
七
輩
 
熊
野
の
箕
 
 
 

「熊野村輸出入年報」（表）より  

Dl O2年  

（34） （35）  
1892  g3   94   95   96  g7  g8 1gOD  

（明治25）（26）（27）（28）（29）（30）（31）（33）  

国7－119 筆毛の輸入  

「熊野村輸出入年報」より  
※4，200となっているが19，500の計算の誤りか？  

＊1，958となっているが1，858の計算の誤りか？  
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よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
二
十
六
年
ま
で
は
数
十
万
本
で
一
万
円
程
度
ま
で
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
同
三
十
一
年
ま
で
は
 
 

数
百
万
本
で
二
～
三
万
円
程
度
の
輸
出
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
一
挙
に
四
〇
〇
〇
万
本
で
三
十
数
万
円
の
輸
出
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

こ
の
う
ち
、
大
体
県
外
向
け
は
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
 
 

毛
筆
製
造
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
原
料
で
あ
る
筆
毛
の
調
達
は
ど
こ
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
の
か
。
地
元
 
 
 

原
材
料
の
調
達
 
 

で
の
調
達
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
県
内
外
の
各
地
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
県
内
で
は
、
賀
茂
、
佐
伯
、
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図7－1－20 筆軸の輸入  

「熊野村輸出入統計年報」より  
＊ 970円の誤りか  

三
次
、
三
谷
、
安
芸
、
双
三
の
各
郡
か
ら
、
県
外
 
 

で
は
、
九
州
、
四
国
、
島
限
、
山
口
、
大
阪
、
奈
 
 

良
、
神
戸
方
面
か
ら
入
手
さ
れ
て
い
た
が
、
圧
倒
 
 

的
な
部
分
は
県
外
か
ら
の
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
 
 

た
。
そ
の
様
子
は
、
国
7
－
1
－
1
9
に
示
さ
れ
て
 
 

い
る
。
記
録
に
よ
る
と
日
清
戦
争
の
時
期
に
異
常
 
 

に
多
く
の
量
の
筆
毛
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
、
金
額
は
、
そ
の
前
後
の
年
と
は
と
ん
ど
大
差
 
 

な
い
。
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
 
 

数
値
に
な
っ
た
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
筆
軸
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
 
 

か
。
筆
和
も
、
筆
毛
と
同
様
、
県
内
外
か
ら
の
輸
 
 

入
に
た
よ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
県
内
か
ら
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1892  g3  94  95  96  97  98年  

（明治25） （26）  （27）  （28）  （29）  （30） （31）  

図7－1－21墨の輸出入  

「熊野村輸佃入統計年報」より  
輸入景と輸出量（県内各地宛含む）は大体同量  

＊は24．3の誤まりと思われる。  

は
、
佐
伯
、
高
宮
の
両
郡
か
ら
、
県
外
か
ら
は
、
 
 

大
阪
、
岡
山
、
長
崎
の
各
方
面
か
ら
で
あ
っ
た
 
 

が
、
大
部
分
だ
い
た
い
九
割
近
い
も
の
ほ
県
外
か
 
 

ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
は
、
囲
7
－
1
 
 

－
2
0
に
示
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
七
年
か
ら
同
 
 

二
十
九
年
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
疑
問
が
 
 

残
る
と
こ
ろ
で
ほ
あ
る
が
。
 
 
 

ま
た
、
一
時
期
と
は
思
わ
れ
る
が
、
毛
筆
に
関
 
 

連
し
て
墨
の
輸
入
販
売
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
 
 

あ
る
。
輸
入
は
、
も
っ
ぱ
ら
大
阪
、
奈
良
方
面
か
 
 

ら
な
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
、
九
州
、
四
国
、
山
陰
各
 
 

地
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
輸
出
価
値
と
輸
入
価
値
 
 

と
が
ほ
と
ん
ど
等
し
く
、
年
に
よ
っ
て
は
逆
鞘
 
 

（
ぎ
ゃ
く
ぎ
や
）
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
 
 

も
、
お
そ
ら
く
、
墨
ほ
毛
筆
販
売
促
進
の
た
め
に
 
 

付
随
し
た
い
わ
ば
「
奉
仕
」
活
動
の
域
を
あ
ま
り
 
 

で
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
 
 

後
、
轟
の
取
り
扱
い
量
ほ
、
減
退
し
統
計
か
ら
も
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姿
を
消
し
て
い
る
。
 
 

輸
出
入
に
し
め
る
墓
の
比
重
穿
村
の
産
物
や
製
造
品
の
輸
出
入
は
、
毛
筆
関
係
を
除
け
ば
、
こ
れ
と
い
っ
て
特
異
な
も
の
 
 

は
存
在
し
な
い
。
図
7
－
1
2
2
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
一
年
ご
ろ
ま
で
は
、
数
万
円
規
模
の
 
 

輸
出
入
が
あ
り
、
筆
造
り
の
盛
ん
と
な
る
明
治
三
十
年
代
の
前
半
ご
ろ
か
ら
は
輸
出
が
急
増
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
熊
野
村
の
輸
 
 

出
の
全
体
的
動
向
は
、
毛
筆
製
造
の
推
移
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
毛
筆
お
よ
び
同
閑
適
製
品
（
筆
毛
、
軸
、
養
）
の
輸
出
入
の
 
 

第
一
節
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図7－1－22 熊野村の輸出入  

「熊野村輸出入年報」（表）各年より  

動
向
と
、
そ
れ
ら
が
熊
野
村
の
輸
出
に
し
め
る
割
合
 
 

が
、
囲
7
1
2
3
と
図
7
－
1
2
4
に
示
さ
れ
て
 
 

い
る
。
輸
出
に
つ
い
て
は
、
主
に
毛
筆
お
よ
び
若
干
 
 

の
同
関
連
製
‖
仰
が
常
に
そ
の
過
半
を
占
め
、
多
い
年
 
 

に
は
全
体
の
九
割
に
も
せ
ま
る
勢
い
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

に
た
い
し
て
、
輸
入
の
面
で
は
、
毛
筆
関
連
の
そ
れ
 
 

は
た
か
だ
か
四
割
、
大
体
一
～
三
割
程
度
で
あ
っ
 
 

た
。
日
常
生
活
用
品
そ
の
他
こ
ま
ご
ま
と
し
た
も
の
 
 

の
輸
入
を
ま
か
な
っ
て
、
全
体
と
し
て
、
筆
産
業
に
 
 

ょ
る
出
超
が
続
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
の
都
 
 

熊
野
は
、
こ
の
而
か
ら
も
、
文
字
通
り
筆
に
よ
っ
て
 
 

支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
よ
り
明
ら
か
と
な
る
で
 
 

あ
ろ
う
。
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1892   93   94   95   96   97   98  1900  
（明治25）（26）（27）（2B）（29）（30）（31）（33）  
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（34） （35）  

図7－1－23 熊野筆に関連する輸出入  

「熊野村輸出入年報」（表）各年より  
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筆
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と
熊
野
 
 

1朗2  93  g4  95  96  97  98 1900  01  02年  

㈲七25）（26）（27）（28）（29）（30）（31）鱒 （34）（35）  

個7－トー24 熊野村の輸出入における筆関係の割合  

「熊野村輸出入年報」（表）より  
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単
に
、
県
下
に
お
け
る
二
大
産
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
愛
知
県
豊
橋
市
や
奈
良
市
と
並
ん
で
、
全
国
 
 

的
な
生
産
地
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
両
町
へ
の
毛
筆
生
産
の
集
中
は
、
歴
史
的
に
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
み
ら
れ
る
よ
う
 
 

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

「
広
島
県
勧
業
統
計
表
」
に
よ
れ
ほ
、
そ
の
様
子
を
ほ
ぼ
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
図
7
1
－
2
5
お
よ
び
同
7
 
 

1
－
2
6
に
よ
る
と
、
明
治
十
九
年
（
六
八
六
）
か
ら
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
ま
で
の
、
年
ご
と
の
広
島
県
内
に
お
け
る
熊
野
筆
の
生
 
 

産
と
そ
の
県
内
に
し
め
る
比
重
と
が
、
分
か
る
。
安
芸
郡
に
は
、
焼
山
村
（
昭
和
六
年
呉
市
へ
合
併
）
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
も
含
ま
れ
 
 

て
い
る
が
、
そ
れ
は
ご
く
少
量
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
に
お
け
る
毛
筆
の
生
産
は
、
県
内
の
毛
筆
生
産
が
盛
ん
と
な
る
明
治
の
二
十
年
代
か
ら
、
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
ー
を
占
め
て
い
 
 

る
。
毛
筆
の
生
産
量
で
は
、
こ
の
間
最
高
八
〇
〇
〇
万
本
（
四
〇
〇
〇
万
対
）
に
せ
ま
る
生
産
量
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
県
下
に
し
め
 
 

る
そ
の
比
重
も
常
に
七
割
以
上
、
大
体
九
割
前
後
の
と
こ
ろ
を
上
下
し
て
い
る
。
 
 
 

毛
筆
生
産
の
額
で
は
、
全
国
的
に
慢
性
的
不
況
の
時
期
（
明
治
四
十
年
ご
ろ
か
ら
大
正
四
年
ご
ろ
）
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
正
三
 
 

年
－
同
七
年
（
完
一
四
⊥
八
）
）
の
の
ち
の
戦
後
恐
慌
以
降
の
慢
性
的
不
況
状
況
下
、
昭
和
恐
慌
（
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
開
始
）
に
 
 

い
た
る
間
に
、
大
き
な
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
伸
び
て
い
る
。
た
だ
、
広
島
県
内
に
し
め
る
熊
野
筆
の
生
産
額
 
 
 

広
島
県
勧
業
統
計
表
 
 

第
七
章
 
熊
野
の
筆
 
 

四
 
近
・
現
代
に
お
け
る
熊
野
筆
≠
 
 

1
⊥
仏
島
県
下
の
筆
生
産
量
の
移
り
変
わ
り
と
熊
野
筆
 
 

広
島
県
内
で
の
毛
筆
の
生
産
は
、
戦
後
伝
お
い
て
は
、
熊
野
町
と
川
尻
町
で
の
み
み
ら
れ
る
。
両
町
は
、
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